
No Photo Comments

1

平成２８年５月に創業１００周年を迎えた三政商店。
多くのの皆様に支えられ、歩んできた１００年を
感謝の気持ちをこめて、
創業、大正時代からの貴重な写真、
そして家族の写真とともに振り返ってまいります。

2

大正５年５月。
港から港への荷を運ぶ、廻船問屋業を生業に、
湊村南町、現在の石巻市川口町に「三政魚問屋」として
初代　三浦政吉社長のもと、創業いたしました。

3

徳田秋声の小説「縮図」の中で、
「鰹を主にした漁は盛んで、住みよい豊かな町であった」と
書かれたように、とくに大正末から昭和初めにかけて、
石巻は、鰹の水揚げで全国トップクラスの地位を
占めていました。

4

大正１５年。日和山より湊を望む風景。
屋根には三政魚問屋の文字が見えます。
初代、三浦政吉社長は、
関西を中心に全国各地の漁船員を対象として、
５４畳３室の船宿を無料で開放、年間平均２２００余名を泊め、
湊地区へ多くの漁船を迎え入れました。

5

大正１５年。釣鰹の水揚げの様子です。
たくさんの鰹を手にした三重県の船員たち、
そして右手には、販売用、ないしは物々交換用の野菜を、
三政魚問屋の構内に持ち込む地域の農家の主婦の皆さんの姿が
みられます。

6

昭和初期の水揚げ風景。
本マグロやカジキ、メジが、所狭しと並べられ、
湊地区初の私設魚市場のにぎわいが伺えます。
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